
新潟大学留学生センター紀要発行にあたって

皆様 のお力添えによっ て ､ 新潟大学留学生セ ンタ
ー

紀要第 2 号の 発行 を迎 えるこ とが 出

来ましたo 内容も留学生セ ンタ ー

の実際の 教育現場で経験を通 して 得られた貴重な内容の

論文が増 して きたように思い ます｡ 199 7 年 4 月に省令施設と して設立以来 留学生セ ンタ ー

も満 3 年を経過 しようと してい ます｡ 本学には ､ 約 30 0 名の留学生が ､ 学んで い ます｡ 目

的はそ れぞれ異 なるで しよ うし､ また､ 大学院は入学 に春と秋 の入学もあり ､ 入学時期も

異なります｡ また､ 分野に よっ て は､ 余り日本語を必要としないかも しれない し､ 日本語

が必要不可欠な分野もある と思 い ます｡ こ の ような多種多様 な留学生を対象に 日本語教育

を して い る の が留学生セ ンタ ー

で す｡ また､ 留学生 の学習､ 生活な どの相談にもの っ て い

ます｡ 特に ､ 大学院入学前 の 日本語教育 ( 予備教育) に つ い て は､ 日本語が大半は全くの

初級者を相手に ､ 朝から夕方まで , 悪戦苦闘 して い るとい うの が現実で す｡ だからとい っ

て ､ 留学生教育の 基礎研究を怠るわけには い きませ ん｡ 最近 ､ 国立大学の独立行政法人化

論等など大学の 改革が進む中で ､ ともすると教育を重要視するあまり研究活動がなくて も

教育は独立 し得るとの議論があります . もちろん教育は大学におい て も っ とも大切で す｡

同時に ､ 大学 における教育は､ 研究に裏打ちされたもので なくて はならない こ とは , 今も

昔も変わらない ように思 い ます｡

本紀要は､ 留学生セ ンタ ー の 教育に携わる方々の ､ 研究の成果を公表するためのも の で

す｡ 皆様 のお役 に立て れば幸い で す｡ さらに皆様の ご批判 ･ ご教示をい ただき｡ より良い

もの へ と発展させ てい きたい と思い ます｡
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